
竹内マツ植樹隊の活動記録 1

平成25年5月～令和2年12月
境港市竹内団地（竹内西緑地）
ボランティア団体：竹内マツ植樹隊
（平成25年5月1日設立、会⾧：荒井秀行
令和2年4月現在：会員53名） 1



境港市の鳥瞰図（島根半高尾山より） 2
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美保湾（米子市両三柳の砂浜・・島根半島） 3
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美保湾のヨット＆クルーズ船 4

日大ヨット部練習風景

クルーズ船（境港）

竹内工業団地は、昭和49年中海
地区産業都市建設計画の一環とし
て総事業費約250億円を投じ、約
129㏊の工業団地及びふ頭用地を造
成し平成2年度に完成した。

4



夢みなと公園・夢みなとタワー（竹内団地内）5
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H27年11月植樹祭（集合写真）
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作業前の状況（平成28年7月）・施工場所の確認 6
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開墾開始（パワーショベル）雑木、枯れ木、シダ類除去 7
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開墾開始（№２）パワーショベル・倒木類片付け 8
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開墾作業№3（人力）・・倒木、枝を定寸法に整理 9

平成29年度植樹隊の資金繰り

平成29年度の助成金
①境港市（市民活動推進助成金）
6万円
②境港管理組合（里親制度）25万円
③国土緑化機構（緑の募金交付金）
70万円
④会員からの会費・寄付金・4借入
金など40万円
合計140万円で運営しています。

29年11月現在の会員数は50名
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植樹済場所の開墾（乗用草刈機） 10

植樹３年生（樹木間隔２m×2m）
第５期植樹より（間隔2.5m×2.5ｍ）

境港市公園で使用している乗
用草刈り機（後輪駆動）

29年度ボランティア参加
延べ人数は477人で、延べ
作業時間は1,635時間でした。
又作業時間の内1,200時間程
度草取りでした。

平成30年度より4輪駆動の乗用草刈
り機を導入。
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植樹済場所の草刈（№1） 11

・4月～7月植樹の済んだ部分の草刈り

・松苗の周りは手で草取り

・1年生、2年生の松苗を重点的に草
刈りをする。
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植樹済場所の草取り（№2） 12
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植樹済場所の草取り(№3） 13
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開墾場所の整地・木片、根を小型ショベルと人力整備 14
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小型ショベルで整地（砂地に天地替） 15
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整地完了 16
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28年支柱（竹）設置＆植樹用穴掘り 17
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28年植樹状況 18
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28年11月植樹祭 19
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H29年11月植樹祭
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サイクリングロード？整備中の竹内西緑地に迷い込む 21
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日本海新聞ふるさと大賞2015（H28年） 22

23



ボランティアグループ紹介＆会のこれからの運営 24

松植樹隊のこれからの課題
・植樹隊のこれからの課題
①会員の年齢が高齢化している
②助成金頼みで資金力が脆弱
③会則では５年で解散する。今年平
成30年に存続について協議

・活動を維持するための方策
（整備対象面積：5.7㏊、整備面積
：3.15㏊、残り面積2.55㏊、貨客船
ターミナルビル完成平成32年）
①若手の会員の補充
②運転資金の確保
③草刈時間の短縮（草刈機の導入）
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H３０年１１月１８日植樹祭
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令和元年１１月１７日植樹祭
（桜の木：小学生の卒業記念植樹）
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R元年6月草刈り（乗用草刈り機で20人力？）
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R元年8月草取り（1ヶ月では30㎝？）
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R元年9月開墾（大型重機で開墾）
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R元年１１月１7日植樹祭
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R2年５月２日竹内マツ植樹隊総会
（コロナ禍対策）
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R２年９月 マツの枝おろし（4年生以上）
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R2年９月 枯れ松の伐採と枝落とし
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R2年9月 枯れマツ伐採後処理と休憩時間
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マツの苗木の周りの草取り
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R2年１０月 若手ボランティの手伝い

36



R２年１０月３１日 鳥取県植樹祭
（功労者賞を受賞）三朝町
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R2年10月 第8回マツ植樹祭（功労者表彰）
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R2年 第8回マツ植樹祭１１月８日
（集合写真）
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R2年 第8回植樹祭の記念植樹
（桜の木：小学生の卒業記念植樹）
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R2年 竹内マツ植樹隊の8年間のあゆみ
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竹内団地の西緑地付近の整備計画（案）
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